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２０２６年 ２月 ３日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第33号）

新しい年（202６年）がスタートして、早１か月が経過しました。
国際的な地政学的リスクが増大し、国内政局も不透明な中、地球規模での温暖化

が着実に進み、夏の高温・干ばつ・豪雨、冬の豪雪などの気候変動が顕在化してい
ます。
今年の冬は、１月に寒気の流入が続き、記録的な大雪に見舞われましたが、先月

20日に発表の３か月予報を見ると、２月で平年並みに戻り、３月以降は暖かな春
が早めにやってくるといった見通しのようです。インフルエンザやコロナなどの影
響も続いており、健康管理等に十分留意していく必要があります。

「農業公社ニュース」の第33号をお届けいたします。

■ 令和７年度 第１回臨時理事会を開催

さる1月22日、今年度１回目の臨時理事会を当公社会議室において、開
催いたしました。

当公社では、定款に基づき「通常理事会」を年間４回、３か月ごとに開催
しているほか、例年１月に、事業計画の変更や次年度事業に係る諸手続きを
行うため「臨時理事会」を開催し、ご審議いただいております。

冒頭の小田原理事長からの挨拶では、昨年の本道農業や当公社をめぐる状
況を振り返るとともに、新たな食料・農業・農村基本計画に基づき、今後５
年間で集中的に進められる農業構造転換の取組、昨年12月に決定の補正予
算や当初予算案の動向、我が国最大の食料供給地域である本道の農業への期
待や役割の高まり、「人と農地」の構造施策を担う当公社業務の計画的・継
続的な推進の重要性などにふれた後、今年度の事業の進捗状況、来年度から
３年間にわたる「第５次中期経営方針」の検討について言及がありました。

議事については、報告事項として本年度事業の進捗など３件、決議事項と
して令和８年度事業計画大綱（案）など３件、その他１件であり、いずれも
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原案どおり承認されました。

▲ 第１回臨時理事会の様子

【総務部】

■ 無料オンラインセミナー「北海道で新規就農しました！」
を開催

さる１月24日（土）、パネラーとして３名の先輩就農者、司会進行役とし
て農業とアナウンサーの二刀流のヴォイス北海道・太細真弥アナウンサーを
お迎えし、オンラインによるセミナーを開催。先輩方から、就農までの道の
りや苦労したこと、良かったことなど経験談を率直にお話しいただき、参加
者からの質問にもお答えいただく形で進められました。

約５０名の参加者からは、実際のお話が聞けて、「農業に魅力を感じた」
「初期投資や償還など具体的な話が聞けて参考になった」「就農意欲がわい
た」など多くの感想が寄せられました。

▲ 会場の様子

◀ 司会進行の

太細アナウンサー

【担い手支援部】
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■ 当公社主催「北海道新規就農フェア」を開催します！

きたる２月２８日（土）〔10時30分～16時〕、令和７年度第２回の「北
海道新規就農フェア」をホテルポールスター札幌（中央区北４西６）で開催
いたします。

道内の59市町村（55団体）が出展予定で、地域の生の情報を収集できる
貴重な相談会です。就農をめざす方はもとより、農業に興味・関心がある方
も、ぜひこの機会にお話を聞いてみませんか！ 是非ご参加ください！！

詳しくはHPにて▼

https://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/info/6592/

【担い手支援部】

■ 「北海道DE農業体験＆就農相談会～サタデーナイトフェア～」
のお知らせ

道と当公社主催による初の東京での就農相談会を、きたる３月14日（土）
〔17:00～20:30〕に東京交通会館（千代田区有楽町）で開催します。

今回のイベントは、その名のとおり土曜日の夕方から夜にかけて実施する
もので、お買い物のついでや、お仕事帰りに立ち寄れる気軽さが魅力です。

当日は、道内の２つの自治体（枝幸町、知内町）の方々から、農業の始め
方や就農への道筋など、現地のリアルな情報を直接聞くことができます。
東京周辺で農業に興味のある方々、お待ちしています。

詳しくはHPにて▼

https://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/info/6573/

【担い手支援部】
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■ 「農業参入フェア ２０２５」が開催されました！

さる１２月１７日（水）に東京国際フォーラム（東京都千代田区）におい
て、農業参入を希望する法人と法人を誘致したい地域等の関係者を集めた「農
業参入フェア2025」が農林水産省（経営局農地政策課）などの主催で開催され、当
公社も北海道と共同で相談ブースを出展しました。

当日は、約200名の法人関係者が来場し、基調講演や企業事例の発表と
ともに都道府県や市町村、農地バンクと参入希望法人とのマッチング等が行
われました。
北海道のブースにおいても、道内各地の地域特性に関する質問や農業参入

における農地の確保等についての相談に対応しました。

農業者の減少・高齢化が進行し、担い手の確保が喫緊の課題となっていま
すが、そうした中、農業を担う法人の数は増加しており、現在、我が国全体
の農地の約４分の１、農産物販売金額の約４割を占めるまでになっています。
さらに、40代以下の新規就農者のうち、農業法人への雇用就農が約４割を
占めるなど、法人経営が農業生産や雇用の受け皿として果たす役割は大きな
ものとなっています。本道においても農地を所有して農業を営む農地所有適
格法人は年々増加し、令和６年では4,122経営体となっているところです。

法人は、地域農業の担い手となり得る存在であり、その発展に大きく貢献
できることから、特に担い手が不足する地域において、法人の農業参入を推
進することが求められています。
また、農地バンク事業を活用することで、まとまった農地を農地バンクか

ら一括して借り入れるなどの対応が可能です。

農業参入フェアの詳細につきましては、以下の農林水産省ホームページを
ご覧ください。

https://www.maff.go.jp/j/press/keiei/seisaku/attach/pdf/251027-1.pdf

（農林水産省HP⇒「農業参入フェア2025パンフレット(PDFファイル)」

▲ 農業専門家による基調講演 ▲ 会場の様子

▲ 北海道と当公社の相談ブース

【農用地部】
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■ 冬期間の労働安全・交通安全に取組中！

当公社の支所機械センターでは、冬期間中は農業開発機械の点検・整備を
実施しているため、「冬期整備の労働安全」に取り組んでいます。

また、北海道警察の交通安全情報を公社内掲示板に掲載し、冬型交通事故
から当公社職員を守るための「冬の交通安全」にも努めています。

【統括労働安全衛生委員会】



- 6 -


